
11月10日に石巻赤十字病院で行われた

「大規模地震災害実同訓練」へ参加してま

いりました。行政や医療機関、民間企業、

大学等から約800名が参加し、災害が起き

た際のそれぞれの役割について訓練が行わ

れました。行政には当院の被害状況、不足

資源の報告、医療機関同士では石巻赤十字

病院を中心に、電話を用いて転院の受け入れや当院での治療が困難な患者さんの救

急搬送依頼などの訓練を行ってまいりました。災害が起きた際、正確な情報を伝え

るためにも、迅速かつ正確な院内状況の把握、外部報告が必要であると改めて感じ

ました。院内、院外連携は私達の日頃の業務においても重要な部分であり、今回参

加した訓練での経験を生かしてまいります。 社会福祉士 阿部栄助

南2階回復期リハビリテーション病棟では、12月13日に少し早めのクリスマス

会を開催しました。今年は患者さんが手作りした飾りを病棟全体に装飾した中で、

患者さんとリハビリスタッフが作ったプリンをご家族様と一緒にいただきました。

会の中では、患者さんからクリスマスの思

い出を聞くことができました。昔ならではの

体験やモミの木を伐採してクリスマスツリー

を手作りした話など、患者さん同士で共感し

ている方も多く見受けられました。

また、サンタクロースからは、日頃のリハ

ビリの疲れを洗い流してほしいとの思いから

洗体タオルをプレゼントされてました。
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平成３０年７月１日に開設した当事業所も、12月で半年となります。

開設当初は１日約２～３名の利用者の方だけでしたが、現在は、１日約２０名の方

にご利用いただいております。

ご利用されている方のほとんどは、５０代～９０代までの方々で、機能訓練に対

する意欲の高い方、多くの方と会話や交流を楽しみながら運動を希望される方とな

っております。

機能訓練の意欲の高い方には、事業所内外で行える自主訓練や生活状況に応じた

訓練を提供しております。さらに、立町地域の立地を生かし、バスや電車の公共交

通機関を利用した外出訓練や買い物訓練、ご自宅での家事復帰に向けた調理訓練な

ども行っております。

交流を楽しみにされている方には、小集団での体操やレクリエーション活動など

を提供しております。集団体操は、100歳体操や棒体操など約10種類の体操を、

職員が作成した動画を用いて行っております。

現在は、身体機能の維持・向上に向けた取り組みを中心に行っておりますが、今

後は、季節を感じることが出来る行事や、お出かけツアーなど、利用者の方がより

楽しめる企画を行ってまいりたいと考えております。

利用者の方々が、住み慣れた地域で、いつまでも笑顔で楽しく生活が送れるよう

な事業所として、運営してまいります。 機能訓練指導員 櫻井佑太

～立町ロイヤルリハビリセンターより～


